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Sustained Silent Reading (SSR) is a form of school-based reading where students read 
























時間        活動内容 
00-05  出席確認・課題提出等 
05-60  指定されたテキストを使用しての演習 
60-85  SSR 












(1) 授業内読書は楽しかった。  
(2) 授業内読書はためになると思った。  
(3) 授業内読書のおかげで英語を読むことに自信がついた。  
(4) 授業内読書のおかげで英語を読む力が向上したと思う。  
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4.1 TOEIC スコア 




クラス   人数  スコア  標準偏差  
A class    32   471.1    109.6 
B class    35   412.1     92.4 
C class    37   352.4     86.2 
 
以後，A classをA class（上位），B classをB class（中位），そしてC classをC class（下位）
と表記する。第二時点のTOEICのスコアを表３に示す。 
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表３ 第二時点のTOEICスコア 
クラス  人数  スコア 標準偏差 第一時点との差  
A class（上位）  32   572.5   135.3    101.4 
B class（中位）  35   409.8   102.4    －2.3 
C class（下位）  37   363.6    90.8     11.2 
 
 第一時点のスコアと第二時点のスコアを，対応のある t検定によって検討した。平均点は，A class


















































(1) 当該部分を日本語に訳す。  
(2) 当該部分の意味を前後から推測する。  
(3) 当該部分は気にしないで先に進む。  
(4) 当該部分の言語形式の使われ方について考える。  




























Persica, March 2013 No.40 
83 
分かる。約40％を占めている。「当該部分は気にしないで先に進む」についてはC class（下位）で
は約 20％を占めているが，A class（上位）では 10％弱になっている。一方，「当該部分の言語形






(1) A class（上位）のみ英語力（TOEICスコア）が二時点間で有意に上昇した。 
(2) どのグループの調査参加者もSSRを肯定的に受け入れた。 






























能性が高くなる（岩中, 2008; Iwanaka & Takatsuka, 2007, 2010）。ランゲージング（languaging）
の研究も，学習者によるメタ言語的語りが第二言語学習に与える効果について同様の効果を報告し
ている（Swain, 2006, 2007）。言語形式の記憶への定着，つまりインテイクへの転換をもたらすた

































































に大量のインプットを与える。多読は学習者に i －1 レベルのインプットの意味処理を多量に行う
機会を与えるため，既習の言語形式を内在化と自動化を促し，流暢さの獲得に貢献すると考えられ
る（Day & Bamford, 1998）。和泉（2009）が指摘しているように，日本の英語教育においては学
習者が触れるインプットの絶対量が不足していることは明らかである。この日本の英語教育が抱え
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ている問題を解決するためのひとつの手段として多読は適している。 
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1) プリント配布，2) ペアで協力して解答を作成，3) 解答確認，という手順で行っている。作業時
間は質問の数や課題文の難易度によって異なるが，平均して５分前後，最大で10分である。 
 
（課題文）He saw a game the rules of which he was quite ignorant of. 
 
（指示・問）      （解答） 
(1) この文を和訳しなさい。  彼は，ルールを全く知らないあるゲームを見た。 
(2) この文の述語動詞は？  saw とwas 
(3) この文の大黒柱は？  saw 
(4) gameの働きは？   動詞（saw）の目的語 
(5) rulesの働きは？   前置詞（文末の of）の目的語 
(6) whichの先行詞は？  game 
(7) ignorantの使い方は？  be+ignorant+ofという組み合わせで使われている 
